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9月定例会
9月定例議会ではこんなことが決まりました
どう活かされたか、まちのお金（平成２１年度決算を認定）
意見書を送付
8人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

平成22年(2010年)11月1日

②
④
⑧
⑩
⑯

竜田御坊山 3号墳出土・三彩有蓋円面硯
（斑鳩文化財センターの秋季特別展 [ 11 月 3日～28日 ] に展示予定）

さん さい ゆう がい えん めん けんご　ぼう やま

中西　和夫
広報発行常任委員会

始めませんか？親子で健康づくり
～生き生きプラザ斑鳩～
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本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
九
月
六
日
、
八
日
、
九

日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
の
質
疑
で
は
、
委
員
か
ら
百
数
十
問
も
の
質
問
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
抜
粋
を
掲
載
し
、
ご
報
告
し
ま
す
。

ど
う
活
か
さ
れ
た
か
、ま
ち
の
お
金

ど
う
活
か
さ
れ
た
か
、ま
ち
の
お
金

一 

般 

会 

計

　

委
員
会
で
は
、
監
査
委
員
よ

り
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り

が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
各
基
金
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
も
計
数
に
誤
り
な

く
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
報
告
の

後
に
、
決
算
の
認
定
の
た
め
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
質
的
な
収
支
額
は
、
六
億

六
千
三
百
三
十
九
万
円
の
黒
字

に
な
り
ま
し
た
。

歳　

入　
　

　

自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
町

税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
税
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
、
町
税
全
体
で
、
前
年

度
よ
り
九
千
八
百
二
十
五
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
対
前
年
度
比
七
億
千
九

百
三
十
三
万
円
の
大
幅
な
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

　

歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
よ

り
も
五
億
六
千
三
百
十
二
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
や
、
定
額
給
付
金
給
付
事

業
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

応
、
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境

整
備
事
業
な
ど
が
、
前
年
度
よ

り
増
え
て
い
ま
す
。

平成２1年度　決算総括表

平成21年度決算を認定

平成２１年度
決算を認定

4

国民健康保険事業

老 人 保 健

大字龍田財産区

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療

特　

別　

会　

計

合　　計

一般会計

歳　　入会計別 歳　　出

８４億３，４５３万円

２８億５，７５７万円

１，０４１万円

４２４万円

１４億２，５６３万円

１６億  　１３万円

２億６，７５４万円

１４６億 　　５万円

７７億３，４７２万円

３３億５，６０９万円

２，４０２万円

７３万円

１４億２，５６３万円

１５億６，９２４万円

２億６，６６７万円

１４３億７，７１０万円

(１万円未満　四捨五入）

いかるか�議会た�より66.indd   4いかるか�議会た�より66.indd   4 10/12/25   13:0310/12/25   13:03



ど
う
活
か
さ
れ
た
か
、ま
ち
の
お
金

　

総
合
計
画
の
実
行
性
は
？ 

Ｑ　

第
四
次
総
合
計
画
を
昨
年

度
と
今
年
度
で
策
定
さ
れ
て
い

る
が
、
第
三
次
総
合
計
画
の
事

業
は
す
べ
て
実
行
さ
れ
た
の
か
。

A　

第
三
次
総
合
計
画
の
総
括

か
ら
、
都
市
基
盤
整
備
や
子
育

て
施
策
は
順
調
に
実
施
で
き
た

も
の
の
、
観
光
・
商
工
事
業
の

遅
れ
を
確
認
し
て
い
る
の
で
、

第
四
次
総
合
計
画
で
は
観
光
・

商
工
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

災
害
備
蓄
品
の
管
理
は
？ 

Ｑ　

万
一
の
災
害
に
備
え
て
災

害
物
資
を
備
蓄
さ
れ
て
い
る
が
、

賞
味
期
限
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　

ア
ル
フ
ァ
化
米
や
乾
パ
ン

は
五
年
、
粉
ミ
ル
ク
は
二
年
が

賞
味
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
適

宜
更
新
し
て
い
ま
す
。
保
管
場

所
は
、
小
・
中
学
校
の
空
き
教

室
や
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
な

ど
に
常
温
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
の
支
援
は
？

Ｑ　

ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
緊
急

通
報
装
置
の
設
置
」
は
、
対
象

者
の
人
数
に
比
べ
て
利
用
者
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A　

愛
の
訪
問
事
業
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
地
元
で
の
見
守
り

等
も
あ
わ
せ
て
、
総
合
的
に
高

齢
者
世
帯
の
生
活
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

延
長
保
育
の
給
食
費
は
？

Ｑ　

保
育
園
の
延
長
保
育
の
給

食
の
委
託
料
は
一
食
あ
た
り
い

く
ら
だ
っ
た
の
か
。

A　

延
長
保
育
の
給
食
費
は
平

成
二
十
一
年
度
は
委
託
し
て
お

り
、
一
食
あ
た
り
三
千
八
百
六

十
七
円
と
高
額
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
度
か
ら
は
町
が
直

営
し
て
延
長
保
育
の
給
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
の

　

受
診
率
ア
ッ
プ
を 

Ｑ　

二
歳
六
カ
月
児
健
診
の
歯

科
健
診
の
受
診
率
が
低
い
。
保

護
者
へ
の
動
機
付
け
が
も
っ
と

必
要
で
は
な
い
か
。

A　

今
後
、
よ
り
早
い
時
期
か

ら
健
診
実
施
の
周
知
を
は
か
り
、

歯
み
が
き
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
浄
・
乾

燥
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

Ｑ　

ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
十
三
％
と
低
い
原
因

は
何
か
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ

サ
イ
ク
ル
経
費
を
町
で
負
担
す

る
必
要
が
な
い
の
だ
か
ら
、
で

き
る
だ
け
町
民
に
呼
び
か
け
て

ほ
し
い
。

A　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
収
集
後

町
で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
カ

ビ
対
策
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
洗
浄
さ
れ
て
い
な
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
乾
燥
さ
せ
て
い
な

い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
し
て

処
理
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
今
後
も
正
し
い
排
出
方

法
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
会
の
経
営
指
導
を 

Ｑ　

斑
鳩
町
商
工
会
は
毎
年
三

百
万
円
の
赤
字
を
出
し
て
お
り
、

経
営
が
心
配
で
あ
る
。
町
は
商

工
会
に
補
助
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
強
い
指
導
を
望
む
。

A　

人
件
費
を
抑
え
る
な
ど
、

商
工
会
の
経
営
の
指
導
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成21年度決算を認定平成21年度決算を認定

Ｑ
＆
Ａ

ペットボトルは

洗っ
て乾かしてから

No.665

▲小学生も斑鳩文化財センターを学習に活用（写真は斑鳩小学校6年生）
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中
学
校
の
教
室
に
も
扇
風
機
を 

Ｑ　

小
学
校
、
幼
稚
園
は
教
室

に
扇
風
機
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
は
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
。

中
学
校
の
扇
風
機
の
設
置
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

小
学
校
は
今
年
度
に
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
来
年
度
は
中

学
校
に
扇
風
機
を
設
置
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
隆
寺
線
の
国
道
接
続
は
？ 

Ｑ　

都
市
計
画
道
路
・
法
隆
寺

線
は
残
り
一
件
の
土
地
の
買
収

が
待
た
れ
る
が
、
そ
の
見
通
し

は
？

A　

地
権
者
と
数
年
来
交
渉
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
地

権
者
か
ら
用
地
が
買
収
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

反　

対　

意　

見　

　

町
長
が
会
長
を
努
め
る
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
事
業
委
託
に

つ
い
て
、
同
じ
事
業
な
の
に
昨

年
よ
り
金
額
が
大
幅
に
増
額
に

な
っ
て
い
た
。
補
助
金
を
減
ら

し
て
も
委
託
料
を
増
額
し
て
、

小
手
先
の
数
字
の
操
作
を
し
て

い
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い
。

ま
た
、
人
事
異
動
で
は
、
幼
稚

園
教
諭
で
採
用
し
た
職
員
を
何

の
相
談
も
な
く
紙
切
れ
一
枚
で

突
然
一
般
職
に
異
動
さ
せ
る
と

い
う
乱
暴
な
や
り
方
は
強
引
す

ぎ
る
。
さ
ら
に
は
、
公
金
を
支

出
す
る
場
合
の
根
拠
が
明
確
で

な
い
も
の
が
あ
る
。
細
則
に
つ

い
て
も
根
拠
は
必
要
で
あ
る
。

賛　

成　

意　

見

　

町
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
十
五
回

実
施
や
助
産
師
・
保
健
師
に
よ

る
新
生
児
訪
問
、
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
乳
幼
児
の
入
院
医
療

費
を
含
め
た
助
成
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

一
歳
か
ら
中
学
生
の
無
料
実
施
、

小
学
校
一
年
生
の
三
十
人
学
級

編
成
の
導
入
な
ど
の
新
た
な
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
、

認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

認　

定

　

こ
の
よ
う
に
反
対
意
見
・
賛

成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
は
、
四
億
九
千
八
百
五
十
三

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
二
年
度

の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
か
ら
不
足
分
を
充
用
し
ま
し

た
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
状
況
は
？

Ｑ　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
の
状

況
は
。

A　

二
十
一
年
度
は
定
員
を
百

名
に
増
や
し
ま
し
た
。
助
成
額

は
二
万
円
が
上
限
で
、
実
際
に

か
か
っ
た
受
診
額
の
二
分
の
一

と
し
て
い
ま
す
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
医

療
給
付
等
を
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
移
行

前
の
診
療
分
の
月
遅
れ
請
求
に

よ
る
医
療
費
の
給
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

大
字
龍
田
財
産
区
特
別
会
計

　

財
産
区
財
産
（
下
司
田
池
）

の
管
理
を
行
う
特
別
会
計
で
す
。

　

財
産
区
の
将
来
の
展
望
は
？

Ｑ　

今
後
の
財
産
管
理
と
、
将

来
の
処
分
等
に
つ
い
て
、
町
は

ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る

の
か
。

A　

現
在
、

下
司
田
池
の

水
で
耕
作
さ

れ
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
の
で
、

当
面
は
財
産
区
を
存
続
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
事
業
は
整
備
区

域
の
拡
大
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
二
百
十
件
増
の
三
千
七
百
四

件
が
利
用
可
能
と
な
り
、
そ
の

う
ち
二
千
二
十
三
件
が
公
共
下

水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
し
や
す
く

Ｑ　

排
水
設
備
改
造
の
資
金
と
し

て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
い
く
ら

融
資
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

平成21年度決算を認定 平成21年度決算を認定平成21年度決算を認定

6

▲小学校の教室の扇風機
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A　

一
件
あ
た
り
六
十
万
円
ま

で
で
、
五
年
間
で
返
済
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

三
千
九
十
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
国
庫
支

出
金
な
ど
は
実
績
に
応
じ
て
、

平
成
二
十
二
年
度
会
計
で
償
還

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
他
は
、
介
護
保
険
給
付
費
準

備
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
八
十
七
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
超
過
分
は
出
納
整

理
期
間
中
に
収
納
し
た
保
険
料

等
で
、
平
成
二
十
二
年
度
会
計

に
繰
り
越
し
し
、
広
域
連
合
に

納
付
す
る
こ
と
等
で
精
算
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
証
の
発
行
は
？

Ｑ　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
、
保
険
料
の
滞
納

の
た
め
、
保
険
証
を
発
行
せ
ず

に
、
資
格
証
を
発
行
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
あ
る
の
か
。

A　

現
在
、
斑
鳩
町
に
お
い
て

も
、
奈
良
県
の
広
域
連
合
に
お

い
て
も
、
資
格
証
の
発
行
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

認　

定

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
町
に
対
し
て
、
決
算

審
査
の
三
日
間
で
出
さ
れ
た
各

委
員
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
精
査
し
、
平
成
二
十

三
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
、
委
員
会
と
し
て
要
望
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
嶋
田
委
員
長
記
）

平成21年度決算を認定平成21年度決算を認定 平成21年度決算を認定

No.667

平成２１年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について（9月24日本会議）

【反　対　意　見】　木　澤　議　員
　社会福祉協議会については、町長が会長をしてい
る。さらに退職した町の職員が連続して事務局長の職
につくといったことを疑問視する声があり、体制的に
きちんと区別をするべきです。また、地域包括支援セ
ンターについては、体制の充実を含め、もっと意識を
もって運営に当たっていただきたいと思います。ま
た、社会福祉協議会が生き生きプラザに移転する際
に、これまで福祉団体などが受けられていたサービス
が受けられなくなったという話をお聞きします。実情
に即して、住民の福祉活動を支援するという立場での
運用を強く求めます。
　次に、幼稚園の園長配置や人事にかかわる問題で
は、元々専門職として採用された職員に対して、事前
になんの相談もなく、突然、一般職に異動させると
いったやり方に対しては、いろいろな面で問題がある
と思います。さらに、幼稚園の園長を臨時職員という
位置づけにしたことについて、本当に幼稚園教育の充
実につながるのか、非常に疑問があります。きちっと
した位置づけをし、職務をまっとうしていただくべき
です。
　今後も住民サービスや福祉は後退させないという立
場でこれまで以上にがんばっていただきますよう要望
いたします。

【賛　成　意　見】　宮　﨑　議　員
　少子高齢化や人口減少社会が到来するなか、子育て
支援や災害対策、環境問題への対応など時代の要請に
応えるための費用は増大する一方、厳しい経済情勢下
にあって町税等の収入増も見込めない厳しい状況下に
ありますが、２１年度決算は、直面する課題に着実に
取り組むとともに新たな施策にも積極的に取り組まれ
ています。
　特に、安心して子どもを生み育てる環境づくりとし
て、妊婦一般健康診査の助成を１５回に拡大実施する
とともに、小学校就学前の乳幼児の医療費と小学生の
入院医療費の助成や新型インフルエンザワクチン接種
を中学生まで無料実施、また、小学校１年生の３０人
学級編成を実現するなど、女性の社会進出、就労と育
児の積極的支援に努められています。さらに、高齢
者・障がい者の福祉サービスや健康づくりなどの健康
福祉施策、環境対策を充実させるとともに、学校校舎
耐震補強工事やＪＲ法隆寺駅前周辺整備、文化財活用
センターの開館など、住民福祉の向上に真剣に取り組
まれていると評価します。
　今後も財政健全化を図りながら、子育て支援や、高
齢者・障がい者福祉に積極的に取り組まれることを要
望し賛成意見とします。
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米価の大暴落に歯止めをかけるための意見書

免税軽油制度の継続を求める意見書

　昨年、わずかな米の過剰ではじまった需給のゆるみが、政府が適切な対策をとらなかったために雪だるま式に
広がり、米価は９ヶ月連続で下落し、ついに６月の相対取引価格は史上最低まで落ち込んでいます。
　この間、政府の需要予測の狂いもあり、６月末在庫は３１６万トンにもふくれ上がる一方、豊作が予想される
今年の作柄とも相まって、「米過剰」は一層、深刻化しようとしています。
　超早場米の出荷がはじまりましたが、宮崎県のコシヒカリの生産者概算金は前年より２,０００円も低い１万円
となり、それに続く早場米地帯の概算金も千葉県、大分県などで１万円と報じられるなど、深刻な事態になって
います。
　市中相場は新米で１２，５００円程度といわれ、売れ残っている０９年産米は、さらにそれ以下の価格になら
ざるを得ません。現状を放置すれば、米の需給の混乱も米価の下落もかつて経験したことのない異常事態になる
ことは必至と思われます。
　この数年来、生産費を大幅に下回る米価が続いている中で、生産者の努力は限界を超えており、さらなる米価
の下落は、日本農業の大黒柱である稲作の存続を危うくするものです。それはまた、国民への主食の安定供給を
困難にし、政府が進めている米戸別所得補償モデル事業さえも台なしにするものと考えます。
　私たちは、米の需給を引き締めて価格を安定・回復させるためには、政府が年産にかかわらず、過剰米を４０万
トン程度、緊急に買い入れるとともに、政府が抜本的な農業政策の見直しを行うことが必要であると考えます。
　以上の趣旨から下記の事項についての意見書を提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．年産にかかわらず４０万トン程度の買い入れを緊急に行うこと
２．米価の下落対策を直ちに講ずること
３．政府において、抜本的な農業政策の見直しを行うこと
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　平成２２年９月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会

　これまで農家の経営に貢献してきた免税軽油制度が、地方税法の改正によって、このままでは２０１２年(平成
２４年)３月末で廃止される状況にあります。
　免税軽油とは、道路を走らない機械に使う軽油については軽油引取税（１リットルあたり３２円１０銭）を免
税するという制度で、農業用の機械（耕運機、トラクター、コンバイン、栽培管理用機械、畜産用機械など）や
船舶、倉庫で使うフォークリフト、重機など、道路を使用しない機械燃料の軽油は、申請すれば免税が認められ
てきました。
　免税軽油制度がなくなれば、いまでさえ困難な農業経営への負担は避けられず、軽油を大量に使う畜産農家や
野菜・園芸農家をはじめ、農業経営への影響は深刻です。制度の継続は、地域農業の振興と食糧自給率を向上さ
せる観点からも有効であり、その継続が強く望まれています。
　以上の趣旨から下記の事項についての意見書を提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．免税軽油の制度を継続すること
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　平成２２年９月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県斑鳩町議会

8

政府関係機関等に
4件の意見書を送付
政府関係機関等に
4件の意見書を送付

　９月定例会では、委員会から提案された「米価の大暴落に歯止めをか
けるための意見書」など、４件の意見書が可決され、政府関係機関等に
意見書を送付しました。
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子宮頸がん予防ワクチン接種の助成制度の創設を求める意見書

　子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）は、平成２１年１０月に国内で初めて承認され、同年１２月から
接種が開始されました。
　わが国の２０歳代から３０歳代の女性に発症する悪性腫瘍のうち、子宮頸がんは上位を占めており、年間約１
万５千人が罹患し、約３千５百人が死亡する、女性特有のがんです。
　一方で、近年、子宮頸がんの発症は、そのほとんどがヒトパピローマウィルス（ＨＰＶ）の感染が原因である
ことが明らかになっており、一生のうち、女性の８割近くがこのＨＰＶに感染することから、適正年齢での予防
ワクチン接種は、子宮頸がん罹患に対する高い予防効果を期待できます。
　しかしながら、現在、予防接種の普及は十分進んでおらず、その原因の一つに、子宮頸がん予防ワクチンの接
種費用が、５万円前後と高額であることが挙げられます。
　今後、予防ワクチン接種を普及していくためには、子宮頸がん予防ワクチンに対する正しい理解の促進ととも
に、接種費用に係る助成制度の創設が必要です。
　子宮頸がんは、女性の生命を脅かすばかりでなく、妊娠や出産の機会までも奪うこととなり、将来の医療費削
減対策や少子化対策としての側面からも、早期に予防ワクチン接種の普及を図るべきです。
　本来、子宮頸がん予防ワクチン接種は、国の予防ワクチン行政に位置づけ、国の責任で統一的に等しく実施す
べきものです。
　よって、次の事項について強く要請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　国による全国一律の公費負担、あるいは公的医療保険制度の適用により、ワクチン接種に係る費用負担の軽
減措置を講じること。

２　特に、接種効果の高い１０歳代前半の女児への接種を全額公費負担により早期に実現すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２２年９月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会

子宮頸がん予防ワクチン接種への助成を求める意見書

　子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）は、平成２１年１０月に国内で初めて承認され、同年１２月から
接種が開始されました。
　わが国の２０歳代から３０歳代の女性に発症する悪性腫瘍のうち、子宮頸がんは上位を占めており、年間約１
万５千人が罹患し、約３千５百人が死亡する、女性特有のがんです。
　一方で、近年、子宮頸がんの発症は、そのほとんどがヒトパピローマウィルス（ＨＰＶ）の感染が原因である
ことが明らかになっており、一生のうち、女性の８割近くがこのＨＰＶに感染することから、適正年齢での予防
ワクチン接種は、子宮頸がん罹患に対する高い予防効果を期待できます。
　しかしながら、現在、予防接種の普及は十分進んでおらず、その原因の一つに、子宮頸がん予防ワクチンの接
種費用が、５万円前後と高額であることが挙げられます。
　今後、県においては、予防ワクチン接種を県下市町村に普及していくために、子宮頸がん予防ワクチンに対す
る正しい理解の促進とともに、接種費用に係る助成制度が必要です。
　子宮頸がんは、女性の生命を脅かすばかりでなく、妊娠や出産の機会までも奪うこととなり、将来の医療費削
減対策や少子化対策としての側面からも、早期に予防ワクチン接種の普及を図るべきです。
　よって、県において、子宮頸がん予防ワクチン接種に対する市町村への助成制度を創設されることを要請する
とともに、県教育委員会において、がん教育と健康教育に積極的に取り組まれることを要請します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２２年９月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 奈良県斑鳩町議会
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　本定例会での一般質問は、９月２日・３日の両日、８人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ9人の方が傍聴に来られました。

〝
悲
鳴
を
上
げ
る

　
　
　
　
　

施
設
に
つ
い
て
〞

木　田　守　彦  議員

!0

議
員　

斑
鳩
町
の
最
重
要
施
設
で

あ
る
と
位
置
づ
け
さ
れ
る
衛
生
処

理
場
（
焼
却
場
）
と
鳩
水
園
（
し

尿
処
理
施
設
）
の
設
置
時
に
お
け

る
耐
用
年
数
は
何
年
で
し
た
か
。

　

ま
た
設
置
時
に
施
設
の
地
元
住

民
へ
の
説
明
会
で
耐
用
年
数
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
か
。

住
民
生
活
部
長　

衛
生
処
理
場
は

昭
和
五
十
七
年
に
設
置
、
鳩
水
園

は
昭
和
五
十
二
年
に
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
両
施
設
の
耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
、
約
三
十
年
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
稼
動
開

始
か
ら
三
十
三
年
を
経
過
し
た
鳩

水
園
、
二
十
八
年
を
経
過
し
た
衛

生
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

定
期
検
査
や
計
画
的
な
補
修
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
耐
用
年
数
を
延

ば
す
よ
う
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
設
置
当
時
、
耐
用
年
数
は

約
三
十
年
と
地
元
に
説
明
し
て
い

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

今
後
も
両
施
設
が
順
調
に

操
業
を
続
け
ら
れ
る
手
段
に
つ
い

て
、町
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

衛
生
処
理
場

は
、
毎
年
、
予
算
措
置
を
し
て
、

適
切
な
維
持
管
理
と
施
設
の
延
命

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご

み
の
減
量
化
、資
源
化
を
推
進
し
、

焼
却
ご
み
を
限
り
な
く
少
な
く
す

る
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。　

　

鳩
水
園
は
、
公
共
下
水
道
の
普

及
に
よ
り
処
理
量
が
減
少
し
て

も
、
し
尿
処
理
が
全
く
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
施
設
を
維
持

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
計
画
的
な
補
修
整
備
、
施

設
の
点
検
等
を
実
施
し
、
施
設
の

延
命
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

委
託
も
含
め
て
、
経
費
削

減
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

鳩
水
園
で
は
、

運
転
管
理
業
務
、
し
尿
収
集
運
搬

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
ま
た

ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
も
平
成

二
十
年
度
か
ら
一
部
業
務
を
委
託

し
て
お
り
、
更
な
る
経
費
の
削
減

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員　

今
の
施
設
が
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
運
用
で
き
る
よ
う
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

八
月
二
十
七
日
の
浸
水
被
害

に
つ
い
て

議
員　

平
成
十
二
年
か
ら
斑
鳩
町

で
は
、
ご
み
袋
の
有
料
化
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
町
が
ご

み
袋
を
有
料
化
し
た
目
的
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

一
般
的
に
は
、

ご
み
有
料
化
に
は
財
政
負
担
の
緩

和
と
ご
み
減
量
化
の
二
つ
の
目
的

が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
で
は
、
後

者
の
ご
み
減
量
化
を
目
的
と
し
て

お
り
、
平
成
十
一
年
度
と
比
較
す

る
と
家
庭
系
廃
棄
物
の
排
出
量

は
、
平
成
二
十
一
年
度
で
は
、
約

四
十
二
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

ごみ袋の値下げを

木　澤　正　男  議員

▲衛生処理場

鳩水園

▲

一 般 質 問
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議
員　

こ
の
間
の
ご
み
処
理
費
用

と
町
民
の
ご
み
袋
購
入
に
か
か
る

負
担
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

ご
み
処
理
費
用

は
有
料
化
前
の
平
成
十
一
年
度
が

約
三
億
六
千
七
百
万
円
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
平
成
二
十
一
年
度
は

約
三
億
九
千
五
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
世
帯
あ
た
り

の
ご
み
処
理
手
数
料
の
年
間
平
均

負
担
額
は
、
有
料
化
開
始
当
初
の

平
成
十
三
年
度
は
、
三
千
五
百
二

十
五
円
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二

十
一
年
度
に
は
三
千
三
百
十
七
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

ご
み
減
量
化
が
進
ん
で
も

一
定
の
処
理
費
用
が
か
か
る
点

や
、
ま
た
逆
に
、
ご
み
減
量
化
が

進
む
こ
と
で
ご
み
袋
の
使
用
枚
数

が
減
り
、
住
民
負
担
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
点
は
理
解
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
多
く
の
住
民
か

ら
「
ご
み
袋
が
高
い
の
で
な
ん
と

か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

は
住
民
の
中
に
定
着
し
、
減
量
化

に
つ
い
て
も
大
き
く
進
ん
で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
有
料
化
の
目
的

は
一
定
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

有
料
化
ス
タ
ー
ト
か
ら
十
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
多

く
の
住
民
か
ら「
ご
み
袋
が
高
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
ご

み
袋
の
価
格
に
つ
い
て
検
討
し
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

私
は
ご
み
袋
が
高
い
と
か

安
い
と
か
い
う
お
金
の
問
題
で
は

な
く
、
ご
み
を
出
さ
な
い
、
で
き

る
だ
け
す
く
な
く
す
る
、
そ
う
い

う
努
力
を
以
前
か
ら
ず
っ
と
言
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推

進
法
に
つ
い
て

※　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対

応
に
つ
い
て

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
が
非
常
に
進
ん
で

き
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る

が
、
あ
と
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前

に
進
め
て
、
他
の
自
治
体
で
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
子

育
て
応
援
条
例
」
や
「
子
育
て
支

援
条
例
」
な
ど
の
制
定
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

子
育
て
支
援
条

例
は
、
急
激
な
少
子
化
の
進
行
、

家
庭
･
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の

大
き
な
変
化
の
中
で
の
子
育
て
な

ど
の
支
援
を
推
進
す
る
施
策
を
行

い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
生
活

向
上
と
地
域
社
会
の
発
展
に
結
び

つ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
、「
次
世
代
育
成

支
援
後
期
行
動
計
画
」を
策
定
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心

豊
か
に
明
る
く
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
策
定
中
の
第
四
次
斑
鳩
町
総
合

計
画
に
お
い
て
も
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
盛
り
込
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

条
例
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
村
の

動
向
等
も
注
視
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

そ
れ
ら
の
計
画
の
な
か

で
、
将
来
見
込
ま
れ
て
い
る
人
口

減
少
や
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

少
子
高
齢
化
を
少
し
で
も
く
い
止

め
る
施
策
と
し
て
、「
斑
鳩
町
で

子
育
て
し
た
い
」
と
思
う
若
い
世

代
の
人
が
た
く
さ
ん
転
入
し
て
来

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
の
医
療
扶
助
で
は

医
療
券
で
な
く
医
療
証
の
発
行
を

議
員　

生
活
保
護
の
方
が
病
院
に

行
く
場
合
の
手
続
き
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

一
般
的
な
健
康

保
険
証
に
あ
た
る
も
の
は
な
く
、

事
前
に
受
診
す
る
医
療
機
関
を
申

し
出
て
、
個
人
ご
と
に
、
ま
た
、

医
療
機
関
ご
と
に
、
診
療
依
頼
書

の
交
付
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、

福
祉
事
務
所
か
ら
医
療
機
関
に
医

療
券
が
送
付
さ
れ
、
診
療
依
頼
書

を
窓
口
に
持
っ
て
行
き
受
診
す
る

し
く
み
で
す
。

議
員　

持
病
が
あ
っ
て
、
毎
月
決

ま
っ
て
病
院
に
行
く
場
合
は
と
も

か
く
と
し
て
、
小
さ
い
子
ど
も
は

急
病
に
な
る
こ
と
も
多
い
。ま
た
、

修
学
旅
行
に
行
く
子
ど
も
に
も
影

響
が
あ
る
。
今
後
は
医
療
証
の
発

行
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

▲可燃ごみ

▲生き生きプラザ斑鳩で親子が交流

里 川 宜 志 子  議員

子育て応援条例の制定を！
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旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　

（
現
･
役
場
北
庁
舎
）　
　

　
　
　
　
　
　

活
用
に
つ
い
て

伴　　　吉　晴  議員

議
員　

奈
良
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
思
春
期
前
の
女
子
へ
の
接
種
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
立
場

で
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
接
種
の
方

法
な
ど
を
十
分
理
解
し
、
子
ど
も

に
説
明
で
き
る
よ
う
に
研
修
を
し

て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

三
回
の
接
種
が
必
要
で
、
一
回
一

万
五
千
円
か
ら
二
万
円
と
高
額
な

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。現
在
、

全
国
で
百
五
十
三
の
市
町
村
で
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

斑
鳩
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
つ
い

て
は
、
国
が
来
年
度
予
算
の
特
別

枠
で
百
五
十
億
を
盛
り
込
む
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

斑
鳩
町
に
お
い
て
は
研
究
す
る

な
か
で
、
国
や
他
の
自
治
体
の
動

向
も
見
す
え
な
が
ら
、
新
年
度
か

ら
の
一
部
助
成
実
施
に
向
け
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
思
春
期
前
の
女
子
児

童
･
生
徒
が
対
象
と
な
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
に
対
す
る
周
知
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

教
育
長　

子
宮
頸
が
ん
と
そ
の
予

防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
医
師
会
、
学
校
、Ｐ
Ｔ

Ａ
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
周

知
、啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

　
　
　
　

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て

議
員　

特
定
外
来
種
ア
ラ
イ
グ
マ

が
増
え
、
農
作
物
被
害
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
で
は
ア

ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
を
策
定

し
、
国
へ
計
画
の
確
認
申
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
狩
猟
免
許
を
有
し

な
い
人
で
も
、
一
定
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
よ
り
捕
獲
が
可
能
に
な

る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
で
効
果
的

な
捕
獲
を
実
施
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

住
民
の
多
く
の
方
々
か
ら

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
北
庁

舎
）
は
、
う
ま
く
利
用
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
疑
問
の
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
北
庁
舎
の

運
営
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

総
務
部
長　

平
成
二
十
年
に
保
健

セ
ン
タ
ー
が
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑

鳩
に
移
転
し
た
後
、
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
の
建
物
は
、
本
庁
舎
に
不
足

し
て
い
た
会
議
室
や
相
談
室
、
倉

庫
等
を
確
保
し
、
役
場
の
事
務
事

業
の
た
め
、
役
場
の
北
庁
舎
と
し

て
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
北
庁
舎
は
主
に
会
議
室

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
四
つ
あ

る
各
会
議
室
の
稼
働
率
の
平
均

は
、
平
成
二
十
年
度
が
三
十
四
・

六
％
、平
成
二
十
一
年
が
五
十
一
・

六
％
、
平
成
二
十
二
年
度
が
五
十

一
･
五
％
で
す
。

議
員　

現
在
は
主
に
会
議
室
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

住
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や

す
く
な
る
よ
う
な
北
庁
舎
の
利
用

方
法
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

総
務
部
長　

北
庁
舎
は
主
に
会
議

室
等
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
皆
様
か
ら
は
未
利
用

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
会
議
室
の
不
足
の

た
め
苦
慮
し
て
い
た
会
議
日
程
等

の
調
整
が
円
滑
に
行
え
る
と
と
も

に
、
長
期
間
の
会
場
の
確
保
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
役
場
北

庁
舎
と
し
て
の
現
在
の
活
用
方
法

に
よ
り
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
よ
り
一
層
、
有
効
な
活
用
方
法

が
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

アライグマは

特定
外来種生

物に指定されています！

子宮頸がん予防ワクチンの
　　　　　　公費助成を

紀　　　良　治  議員

一 般 質 問

!2

いかるか�議会た�より66.indd   12いかるか�議会た�より66.indd   12 10/12/25   13:0310/12/25   13:03



議
員　

私
は
、
北
庁
舎
に
ど
こ
か

一
つ
の
課
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
庁
舎
と
北
庁
舎
に
一
体
感

が
増
し
、
住
民
が
利
用
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
提

案
し
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
住
民
に
と
っ
て

便
利
が
良
く
な
る
よ
う
に
要
望
い

た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
二
〇
〇
〇
の

サ
ポ
ー
ト
が
七
月
十
三
日
に
終
了

し
た
が
、
住
民
情
報
の
漏
え
い
の

危
険
性
は
な
い
の
か
。
ま
た
機
種

更
新
は
い
つ
考
え
て
い
る
の
か
。

議
員　

以
前
に
質
問
し
た
町
営
住

宅
入
居
申
込
書
類
の
簡
素
化
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

入
居
の
申
込
に

つ
い
て
は
、
町
の
規
則
に
よ
り
定

め
て
お
り
、
申
込
書
添
付
書
類
と

し
て
は
、「
住
民
票
の
謄
本
」「
所

得
に
関
す
る
証
明
書
」「
市
町
村

民
税
の
納
税
証
明
書
」「
そ
の
他

町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
」
で

す
。
こ
れ
ら
の
添
付
書
類
は
、
国

か
ら
「
公
営
住
宅
の
入
居
審
査
等

の
適
正
な
実
施
」
に
つ
い
て
通
達

が
あ
り
、
受
付
時
に
入
居
資
格
を

確
認
す
る
最
も
基
本
的
な
書
類
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
書
類
の
簡
素
化
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
添
付
を
必

要
と
し
て
い
た
「
現
住
所
付
近
の

略
図
」
に
つ
い
て
省
略
で
き
る
こ

と
と
し
、
平
成
二
十
二
年
八
月
募

集
よ
り
省
略
し
て
い
ま
す
。

議
員　

多
回
数
落
選
者
へ
の
優
遇

措
置
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

今
回
の
募
集
よ

り
多
回
数
落
選
者
へ
の
優
遇
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
と

し
て
は
、
直
前
の
募
集
で
連
続
二

回
以
上
落
選
し
て
い
る
人
と
し
て

い
ま
す
。
優
遇
措
置
の
方
法
は
、

①
募
集
戸
数
が
二
戸
以
上
四
戸
未

満
の
場
合
に
は
抽
選
倍
率
に
よ
る

優
遇
と
し
、②
募
集
戸
数
が
四
戸

以
上
の
場
合
に
は
、
優
先
枠
を
一

戸
設
け
、
抽
選
の
際
に
は
ま
ず
こ

の
優
先
枠
の
抽
選
を
行
い
ま
す
。

次
に
優
先
枠
の
落
選
者
も
含
め

て
、
一
般
枠
の
抽
選
を
行
う
こ
と

に
よ
り
優
遇
を
図
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

今
回
の
募
集
で
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

多
回
数
落
選
者

で
応
募
さ
れ
た
方
は
一
名
で
、
実

態
調
査
の
結
果
、
問
題
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
方
に
入
居
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員　

何
度
も
落
選
さ
れ
た
方

が
、
優
遇
措
置
を
設
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
入
居
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
私
も
本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

事
業
用
町
指
定
ご
み
袋
の
強

度
に
つ
い
て

※　

事
業
用
町
指
定
ご
み
袋
の
価

格
に
つ
い
て

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、町議会を
クリックしてください。
NO.52（平成19年5月1日発行）からのバックナンバーも閲覧できます。

町営住宅の多回数落選者に
　　　　　　　　　配慮を

中　川　靖　広  議員

▲役場北庁舎（旧・保健センター）

▲町営住宅
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議
員　

子
宮
頸
が
ん
を
発
症
さ
れ

た
方
は
、
治
療
で
命
が
助
か
っ
て

も
女
性
と
し
て
の
喪
失
感
、
再
発

の
恐
怖
、
ま
た
金
銭
的
な
負
担
な

ど
一
生
涯
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
続
く
と
の
声
が
あ
り
、

今
年
の
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
「
女
性
の
健
康
を
守
り
、
医
療

費
の
抑
制
な
ど
に
効
果
」
が
あ
る

こ
と
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
質
問
。
今
後
、
調

査
研
究
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、そ
の
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

住
民
生
活
部
長　

今
後
、
町
医
師

会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
ま
た
教

育
委
員
会
等
と
連
携
し
、
新
年
度

か
ら
一
部
助
成
実
施
に
向
け
て
、

前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
員　

国
は
、
費
用
の
三
分
の
一

を
補
助
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
後
、「
全
額
助
成
」
で
き
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
定
期
検
診
に
よ
り
「
予

防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
」
で
す
。

教
育
現
場
に
お
い
て
保
護
者
へ
の

正
確
な
情
報
や
啓
発
や
対
象
者
と

な
る
子
ど
も
た
ち
に
、
が
ん
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
。

教
育
長　

現
段
階
で
は
、
授
業
の

な
か
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
難

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
ま
ず
養
護

教
諭
や
保
健
体
育
科
の
教
諭
を
は

じ
め
、
教
職
員
が
研
究
を
重
ね
、

今
後
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
も

必
要
で
あ
り
学
校
や
保
健
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。　

「
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

で
子
ど
も
の
命
を
守
れ
！

議
員　

肺
炎
球
菌
は
、
耳
で
感
染

症
を
お
こ
す
と
「
中
耳
炎
」
に
、

肺
に
入
り
込
ん
で
「
肺
炎
」
に
、

脳
や
脊
髄
を
覆
っ
て
い
る
髄
膜
の

中
に
入
り
込
み「
細
菌
性
髄
膜
炎
」

を
発
症
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
健

康
・
命
を
奪
う
、
非
常
に
怖
い
病

気
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
認
識

と
公
費
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
生
活
部
長　

今
年
二
月
よ
り

接
種
が
可
能
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
普
及
に
よ
り
、
欧
米
と
同
様
に

細
菌
性
髄
膜
炎
に
か
か
る
子
ど
も

が
減
少
す
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。ま
た
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

調
査
研
究
を
踏
ま
え
検
討
し
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

※
町
内
浸
水
箇
所
の
「
早
期
浸
水

対
策
」
の
実
施
に
つ
い
て

※
救
急
医
療
キ
ッ
ト
の
活
用
に
つ

い
て

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

十
一
月
委
員
会
の
予
定

十
一
月
委
員
会
の
予
定

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
水
）

（
水
）

（
木
）

（
火
）

１5
日

18
日

１9
日

２４
日

２４
日

２５
日

３０
日

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどの
ような発言をし、行政はどう答えているのか、みな
さんご自身でお確かめください。
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図
書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」を設
置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

十
二
月
定
例
議
会
の
予
定

臨
時
議
会
の
予
定

子宮頸がん予防ワクチンの
公費全額助成と学校現場での
　　   「がん教育」の推進を

飯　髙　昭　二  議員

一 般 質 問
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「
斑
鳩
バ
イ
パ
ス
と

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

吉　野　俊　明  議員

議
員　

多
く
の
地
方
都
市
で
バ
イ

パ
ス
道
路
を
整
備
す
る
と
、
一
時

的
に
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
が
、
そ

の
後
周
辺
地
域
か
ら
の
車
が
流
れ

込
む
誘
発
交
通
が
活
発
と
な
り
、

す
ぐ
、
渋
滞
が
追
い
つ
く
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
道
路
を
整
備
し
て

も
渋
滞
は
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
理
解
し
、
む
し
ろ
道
路
に

渋
滞
が
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
イ
ン

フ
ラ
（
自
動
車
道
な
ど
の
基
盤
施

設
）
に
過
剰
投
資
を
し
て
い
る
証

拠
で
あ
り
、
財
政
難
の
折
か
ら
そ

の
ほ
う
が
問
題
で
あ
る
。む
し
ろ
、

多
少
の
渋
滞
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
と

認
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
で
は
「
斑
鳩
バ
イ
パ
ス
」
は

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
住
民

の
生
活
を
守
る
命
綱
と
な
る
）
と

言
っ
て
い
る
が
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
道
路
や
橋
な
ど
が
破
壊
さ

れ
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
報
道

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
三
十
年
以
内

に
大
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
は
六

十
〜
七
十
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
の
中
央
に
位
置
す
る
バ
イ
パ
ス

用
地
を
、
災
害
時
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
の
救
援
基
地

と
し
て
整
備
す
れ
ば
、
住
民
の
安

心
の
支
え
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　

バ
イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
の
整
備

が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
車
の
利
用

者
は
よ
り
遠
方
の
商
業
施
設
等
に

吸
い
取
ら
れ
、
地
域
の
「
生
活
施

設
」
が
寂
れ
て
、
車
を
使
え
な
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
に
と
っ
て

は
ま
す
ま
す
暮
ら
し
に
く
い
町
に

な
っ
て
し
ま
う
。
日
本
の
都
市
計

画
は
、
高
度
成
長
期
に
人
口
増
を

前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
現
在
の
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
誰
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
か
」

よ
く
見
極
め
て
、
次
の
世
代
へ
バ

ト
ン
を
渡
す
準
備
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
て
町

の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長　

私
は
、
国
と
し
て
や
る
と

決
め
た
以
上
は
政
権
が
代
わ
ろ
う

と
も
、や
る
と
思
っ
て
い
る
。「
い

か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
」
は
昭
和

六
十
一
年
に
一
年
間
か
か
っ
て
都

市
計
画
の
専
門
委
員
、
賛
成
反
対

の
委
員
も
入
れ
て
検
討
さ
れ
た
も

の
で
都
市
計
画
道
路
と
し
て
の
重

み
が
あ
る
。
斑
鳩
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

※
男
女
共
同
参
画
時
代
の
男
性
の

育
児
休
暇
に
つ
い
て
等

　

な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会
と
も
午
前

九
時
（
11
月
24
日
の
議
会
運
営
委
員
会
は
全
員
協
議

会
終
了
後
、
11
月
30
日
の
議
会
運
営
委
員
会
は
臨
時

議
会
終
了
後
、
12
月
6
日
の
広
報
発
行
常
任
委
員
会

は
本
会
議
終
了
後
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 十

一
月
委
員
会
の
予
定

議
会
事
務
局

   

℡  

７
４‐１
０
０
１　

内
線
３
０
２

十
二
月
定
例
議
会
の
予
定

十
二
月
定
例
議
会
の
予
定

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
水
）

6
日

9
日

1０
日

１３
日

１４
日

１５
日

１６
日

１７
日

２２
日

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

  

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

臨
時
議
会
の
予
定

臨
時
議
会
の
予
定

（
火
）

３０
日

１１
月
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
陳
情
第
四
号
、
米
価
の
大
暴
落

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
要
望

に
つ
い
て

（
陳
情
の
要
点
）

　

こ
こ
数
年
来
続
い
て
い
る
米
価

の
下
落
は
、
日
本
農
業
の
大
黒
柱

で
あ
る
稲
作
の
存
続
を
危
う
く
し

て
い
る
。
米
価
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
、
国
に
対
し
て
、①
年
産
に

か
か
わ
ら
ず
四
十
万
ト
ン
程
度
の

買
い
入
れ
を
緊
急
に
行
う
こ
と
、

②
米
価
の
下
落
対
策
を
直
ち
に
講

ず
る
こ
と
を
国
に
対
し
て
要
望
し

て
ほ
し
い
。

（
審
査
結
果
）

　

政
府
が
農
業
政
策
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
を
要
望
項
目

に
つ
け
加
え
て
、
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
を
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◎
陳
情
第
五
号
、
免
税
軽
油
制
度

の
継
続
を
求
め
る
要
望
に
つ
い
て

（
陳
情
の
要
点
）

　

道
路
を
走
ら
な
い
農
業
用
機
械

（
コ
ン
バ
イ
ン
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）
に
使
う
軽
油
に
つ
い
て
、
軽

油
引
取
税
を
免
税
す
る
と
い
う
制

度
で
あ
る
が
、
地
方
税
制
度
の
改

正
で
こ
れ
が
平
成
二
十
四
年
三
月

末
で
廃
止
と
な
れ
ば
、
農
業
経
営

へ
の
影
響
が
深
刻
に
な
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
免
税
軽
油
制
度
を
継

続
す
る
よ
う
国
に
対
し
て
要
望
し

て
ほ
し
い
。

（
審
査
結
果
）

　

満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た

※
関
連
記
事
を
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①　

公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
予
定
工
事
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
八
月
末
現

在
の
接
続
状
況
は
二
千
百
三
十
二

件
で
、
今
年
度
の
増
加
件
数
は
百

九
件
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
よ
り
、
若
干
の
質
疑
が
あ

り
、
答
弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、稲
葉
車
瀨
区
間
の
工
事
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。五
百
井
・

興
留
区
間
に
つ
い
て
は
、
民
主
党

県
連
に
事
業
の
進
捗
を
お
願
い
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
委

員
よ
り
若
干
の
質
疑
が
あ
り
、
答

弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

③　

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

駅
北
口
五
号
線
の
西
側
の
補
償

調
査
を
す
べ
て
完
了
し
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

・
上
下
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
景
観
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

・
斑
鳩
町
町
営
住
宅
入
居
者
の
募

集
状
況
に
つ
い
て

・
浸
水
対
策
検
討
会
議
の
設
置
に

つ
い
て

（
内
容
）
局
地
的
な
豪
雨
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
総
務
課
・
都
市

建
設
部
三
課
・
下
水
道
課
で
組
織

す
る
「
浸
水
対
策
検
討
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
今
後
の
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

（
質
疑
・
意
見
）
浸
水
対
策
は
専

門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
抜
本

的
に
対
策
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　

な
お
、
委
員
会
終
了
後
、
浸
水

被
害
箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。　
　
　（

浦
野
委
員
長
記
）

　

九
月
十
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
陳
情

第
四
号
・
陳
情
第
五
号
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
陳

情
書
も
満
場
一
致
で
採
択
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
基
盤

整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

▲

浸
水
被
害
箇
所
の
現
地
調
査
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厚 生常任委員会

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
三
十
一
号　

斑
鳩
町
保

育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
保
育
料
徴
収
基
準
表
の
改

正
に
伴
い
、
町
も
階
層
区
分
を
現

行
の
十
階
層
か
ら
十
一
階
層
に
、

入
所
月
の
年
齢
区
分
の
取
扱
い
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
三
十
二
号　

斑
鳩
町
子

ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

医
療
費
の
助
成
の
対
象
を
中
学

生
ま
で
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
領
収
書
を
添
付
し

た
請
求
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
を
、
平
成
二
十
三
年

一
月
診
療
分
か
ら
自
動
償
還
払
い

で
き
る
よ
う
に
取
扱
い
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
三
十
四
号　

ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
塵
芥
収
集
車
（
ロ
ー
タ

リ
ー
プ
レ
ス
車
）
購
入
に
つ
い
て

　

地
球
環
境
へ
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
電
気
モ
ー
タ
ー
と

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
走
行
で

き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
塵
芥
収
集
車

を
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
･
バ

ス
（
株
）
近
畿
ふ
そ
う
奈
良
よ
り

契
約
金
額
七
、
八
〇
一
、
五
〇
〇

円
で
購
入
す
る
も
の
で
す
。

◎
陳
情
第
六
号　

子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を

求
め
る
要
請
書
に
つ
い
て

　

町
は
、
で
き
る
だ
け
来
年
度
に

向
け
て
中
学
一
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
に
対
し
全
額
補
助
の
方
向
で

考
え
て
い
き
た
い
と
の
意
向
を
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
満
場
一

致
で
陳
情
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
も
、
国
と
県
に
対
し
、
助

成
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

が
ん
教
育
や
健
康
教
育
に
積
極
的

に
と
り
く
む
よ
う
意
見
書
を
委
員

会
発
議
で
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
を
九
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

①
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
対
策
に

つ
い
て

　

搬
入
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
所

は
、
九
月
十
二
日
現
在
で
百
十
八

事
業
所
で
す
。

　

事
業
系
ご
み
の
搬
入
量
で
は
、

昨
年
の
同
時
期
よ
り
二
十
三
・

六
％
･
二
十
五
ト
ン
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
系
ご
み
減
量
化

の
啓
発
チ
ラ
シ
を
町
内
全
事
業
所

に
再
度
配
布
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

②
家
庭
の
木
く
ず
･
草
類
の
分
別

収
集
に
つ
い
て

　

十
月
一
日
か
ら
の
実
施
に
先
立

ち
、
八
月
号
広
報
や
、
「
斑
鳩
町

の
ご
み
出
し
方
･
分
け
方
の
改
訂

版
」
、
平
成
二
十
二
度
後
半
の
ご

み
･
資
源
物
収
集
日
一
覧
表
を
各

家
庭
に
配
布
し
て
周
知
を
は
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

③
紙
お
む
つ
専
用
袋
の
無
料
配
布

の
検
討
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
や
家
族
介
護
の
支

援
と
し
て
、
当
委
員
会
と
し
て
要

望
し
て
い
た
「
紙
お
む
つ
専
用
袋

の
無
料
配
布
」
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
三
年
四
月
実
施
に
向
け
研
究

し
て
お
り
、
次
回
委
員
会
に
相
談

し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

各
課
報
告
事
項

・
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

・
新
型
と
季
節
性
を
混
合
し
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
一
定
の
審

査
を
し
ま
し
た
。（

辻
委
員
長
記
）

　９月１４日全委員出席のもと、本会議か
ら付託を受けた議案及び陳情書を審議した
結果、いずれの議案も原案どおり可決･陳情
書については採択することに決しました。
また、継続審査案件についてなど調査しま
した。その主な内容について報告します。

10月1日から、木くず・草類の
分別収集がはじまりました。
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委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
三
十
号
、
斑
鳩
町
土
地

開
発
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎　

議
案
第
三
十
三
号
、
斑
鳩
町

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　

◎
陳
情
第
三
号
、
国
史
跡
藤
ノ
木

古
墳
前
の
景
観
保
持
の
た
め
の
土

地
検
討
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

こ
の
陳
情
は
、
藤
ノ
木
古
墳
南

側
の
私
有
地
に
つ
い
て
、
国
史
跡

周
辺
景
観
保
持
の
た
め
の
土
地
と

し
て
、
公
有
地
に
買
収
し
て
も
ら

う
価
値
が
あ
る
の
か
ど
う
か
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。　
　

　

こ
の
陳
情
を
審
議
し
た
結
果
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
委
員

会
と
し
て
、
町
に
対
し
て
次
の
よ

う
に
提
言
し
ま
し
た
。

　
「
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史

跡
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
当

委
員
会
に
お
い
て
も
十
分
に
認
識

し
、
継
続
的
に
調
査
･
研
究
の
対

象
と
し
て
審
査
し
て
い
る
。
史
跡

周
辺
景
観
保
持
に
つ
い
て
も
同
様

に
認
識
し
、
審
査
の
対
象
と
し
て

き
て
い
る
。
今
回
、
陳
情
さ
れ
て

い
る
藤
ノ
木
古
墳
の
景
観
保
持
に

つ
い
て
も
、
そ
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史

的
遺
産
の
景
観
の
周
辺
環
境
保
持

に
つ
い
て
は
、
こ
の
土
地
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
古
墳
の
周
囲
、

す
べ
て
を
含
め
て
検
討
し
て
い
た

だ
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
理
事

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
現
行

法
の
も
と
、
史
跡
の
周
辺
環
境
保

持
を
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
、
調
査
・
研
究
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
も
の
で
あ
る
。」

（
結
果
）
満
場
一
致
で
不
採
択

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎　

斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史

跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
秋
の

特
別
展
と
し
て「
斑
鳩
の
古
墳
展
」

と
題
し
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間

中
の
十
一
月
三
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
検
討
会
議
の

設
置
に
つ
い
て

・
浸
水
対
策
検
討
会
議
の
設
置
に

つ
い
て

・
職
員
採
用
試
験
の
申
し
込
み
状

況
に
つ
い
て

・
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
に
つ

い
て

・
斑
鳩
小
学
校
へ
の
落
雷
が
あ
り
、

そ
の
被
害
状
況
と
今
後
の
復
旧
の

予
定
に
つ
い
て

・
中
央
公
民
館
改
修
工
事
の
実
施

設
計
の
計
画
に
つ
い
て

・
今
年
度
の
運
動
会
の
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て

　

な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
･

意
見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
進

入
路
崩
落
に
つ
い
て

　

今
年
七
月
十
四
日
の
大
雨
に
よ

り
進
入
路
の
崩
落
が
あ
り
ま
し
た

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
現

地
調
査
を
、
委
員
会
と
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
青
少

年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
被
災
の

状
況
や
安
全
性
の
確
保
、
毎
年
の

利
用
者
数
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
町
よ
り
、
今
年
度
の

修
復
の
予
定
と
と
も
に
、
今
後
の

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
県

下
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
来
年
一

年
で
一
定
の
結
論
を
出
し
た
い
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
伴
委
員
長
記
）

　

九
月
十
五
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続
審
査
案
件
「
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡
等

の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▲

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

　

現
地
調
査
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予 算決算常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）
に
つ

い
て

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
八
億
六
千
三
百
二
万
八

千
円
を
追
加
し
、
八
十
二
億
四
千

七
百
三
十
七
万
二
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
の
補
正
は
、
地
方
特
例
交

付
金
で
六
百
二
十
六
万
四
千
円
の

減
額
補
正
、
地
方
交
付
税
で
二
億

八
千
八
百
四
十
四
万
七
千
円
の
増

額
補
正
、
「
活
力
あ
ふ
れ
る
市
町

村
応
援
補
助
金
」
と
し
て
七
百
五

十
万
円
の
増
額
補
正
、
町
債
で
三

千
九
百
四
十
万
円
の
増
額
補
正
な

ど
で
す
。

　

歳
出
の
補
正
は
、
土
地
開
発
公

社
保
有
地
を
買
い
取
る
た
め
に
一

億
四
千
五
百
万
円
を
土
地
開
発
基

金
へ
、
緑
地
買
い
取
り
の
た
め
千

六
百
三
十
四
万
四
千
円
、
財
政
調

整
基
金
へ
三
億
円
等
、
総
務
費
と

し
て
四
億
七
千
九
百
二
十
万
六
千

円
の
増
額
。

　

衛
生
費
と
し
て
日
本
脳
炎
予
防

接
種
の
実
施
等
で
千
百
二
万
九
千

円
の
増
額
補
正
な
ど
で
す
。

　

委
員
よ
り
「
活
力
あ
ふ
れ
る
市

町
村
応
援
補
助
金
」
の
詳
細
に
つ

い
て
、
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地

買
い
上
げ
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

浄
化
槽
の
設
置
補
助
の
国
・
県
の

割
合
に
つ
い
て
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
度
の
前
期
高
齢

者
交
付
金
の
確
定
と
、
そ
れ
に
伴

う
国
・
県
支
出
金
の
補
正
、
レ
セ

プ
ト
審
査
支
払
い
シ
ス
テ
ム
等
の

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
変
更
業

務
委
託
に
か
か
る
補
正
等
で
、
既

定
の
予
算
額
か
ら
二
千
二
百
八
万

二
千
円
を
減
額
し
、
総
額
三
十
四

億
五
百
一
万
八
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

委
員
よ
り
、
前
期
高
齢
者
交
付

金
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
二
十

年
度
、
二
十
一
年
度
の
特
定
健
診

の
受
診
状
況
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
国
土
交

通
省
所
管
の
地
方
公
共
団
体
向
け

個
別
補
助
金
が
原
則
廃
止
と
な

り
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

に
一
括
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
事
業
の
運
営
に
必
要

な
人
件
費
、
需
用
費
等
の
事
務
費

が
交
付
金
の
対
象
外
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
地
方
債
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
庫

支
出
金
で
一
千
万
円
の
減
額
、
地

方
債
で
一
千
万
円
の
増
額
補
正
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
費
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
三
年
度
予
定
の
稲
葉
汚
水

幹
線
上
流
部
部
分
の
工
法
を
、
本

年
度
着
手
予
定
の
稲
葉
汚
水
幹
線

の
一
部
と
同
じ
工
法
で
進
め
る
こ

と
に
し
た
た
め
、
工
事
期
間
を
平

成
二
十
二
年
度
・
二
十
三
年
度
の

二
ヵ
年
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
で
は
繰
入
金
、
繰
越
金
に

よ
り
、
歳
出
で
は
各
基
金
へ
の
積

立
て
、
被
保
険
者
保
険
料
の
払
い

戻
し
、
国
庫
支
出
金
等
過
年
度
分

の
返
還
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
千

九
百
八
十
九
万
三
千
円
を
増
額

し
、
総
額
十
六
億
四
千
四
百
九
万

三
千
円
に
補
正
し
ま
す
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
会
計
に
お
け

る
繰
越
金
の
確
定
と
、
こ
の
繰
越

金
を
財
源
と
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
等
負
担
金
及
び
被
保
険

者
保
険
料
の
払
い
戻
し
に
よ
る
補

正
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

八
十
七
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総

額
三
億
八
百
八
十
七
万
三
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）

　

こ
れ
ら
の
五
議
案
は
、
す
べ
て

満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。（

嶋
田
委
員
長
記
）

　９月定例会で、当委員会は平成２１年度
の一般会計及び各特別会計決算の審査を９
月６，８，９日の３日間にわたり行いまし
た。その概要については、４ページで報告
しています。本欄では、９月１６日に審査
を行いました平成２２年度一般会計補正予
算及び４つの特別会計補正予算について報
告します。
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い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12

平
成
22年

11月
1日
発
行

N
o.66

　

今
年
の
夏
は
、
極
暑

と
し
て
記
録
と
記
憶
に

残
る
夏
で
し
た
。
体
調

を
崩
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
と
と
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

九
月
議
会
閉
会
後
、

計
六
回
の
編
集
会
議
を

経
て
、
十
一
月
一
日
に

「
議
会
だ
よ
り
第
六
十

六
号
」
を
皆
様
の
お
手

元
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
号
の
重
点
は
「
平
成
二
十
一

年
度
決
算
審
査
」
で
す
。
皆
様
か

ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
監

査
や
委
員
会
付
託
に
よ
り
慎
重
審

議
さ
れ
、
議
会
の
最
終
日
に
本
会

議
に
お
い
て
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

住
民
の
方
か
ら
、
前
号
（
六
十

五
号
）
二
ペ
ー
ジ
の
「
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
」
と
は
何
の
こ
と

か
。
わ
か
り
や
す
い
広
報
と
い
う

の
な
ら
、
住
民
が
誰
で
も
分
か
る

よ
う
に
注
釈
を
つ
け
る
べ
き
、
と

い
う
も
っ
と
も
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
住
民
目
線
と
行
政

目
線
を
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
も
の
と
理
解
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
役
目
は
住
民
の
皆
様
に

代
わ
っ
て
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

議
会
が
行
政
の
追
認
機
関
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
そ
の
役
目

は
果
た
せ
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
行
政
は
車
の
両
輪
に
例

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
車
の
オ
ー

ナ
ー
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
住
民

の
皆
様
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
寒
暖
の

差
が
激
し
い
と
予
報
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
自
愛
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
発
行
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

″″

吉　

野　

俊　

明

木　

澤　

正　

男

中　

川　

靖　

広

紀　
　
　

良　

治

飯　

髙　

昭　

二

（
吉
野
委
員
長
記
）

始めませんか？親子で健康づくり始めませんか？親子で健康づくり

　斑鳩町では、県のモデル事業として、町医師会、
学校ＰＴＡ、栄養士会等の協力を得て、次世代を
担う子どもの健やかな成長のために、「子どもの
健康づくり」に取り組んでいます。
　９月１８日には、保護者に対して、中学生の食
生活についての講義と調理実習がありました。ま
た、健康体操や骨密度測定など、親子で健康づく
りについて考えていただきました。

～生き生きプラザ斑鳩～～生き生きプラザ斑鳩～
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